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 厳しい残暑もようやく峠を越え、秋めいた日が少しずつ増えてきました。 

季節の変わり目で、体調を崩している人も多くみられます。日々の気候を 

常に意識し、体調管理をしましょう。 

さて、秋といえばみなさんにとって、どんな秋でしょうか。「スポーツの 

秋」「芸術の秋」「読書の秋」「食欲の秋」と何をするにも快適でよい季節で 

す。夏の暑さで疲れた心と体を、さまざまな面からうまくリフレッシュしま 

しょう。  

  

 

  

４月に行った視力検査からはや半年が経ちます。視力検査結果で

C 以下の判定の人には受診勧告書を渡しています。何名かは受診済

書を提出してくれていますが、まだ勧告書が手元にあり、受診して

いない人もいます。視力の低下を放置していると、悪化の進行を早

めたりもします。できるだけ早めに受診し、受診結果を保健室まで

持ってきてください。 

保健便り 10月

 



生徒保健委員会より 

   １０月８日（火）１１：３０～１３：３０に本校正面玄関前で献血が行われます。 

  献血には、１日約３千人いるとされる輸血を必要としている人を助けることができます。しかし、

10～30代の献血協力者数はこの 10年間で 35％（約 98万人）も減少しており、輸血を必要として

いる人に安定した血液供給をするためには、私たち世代の献血への理解と協力が必要です。 

  男性は１７歳以上、女性は１８歳以上、ともに体重５０ｋｇ以上でできます。 

献血当日は学生証または保険証など生年月日がわかるものを持参してください。 

  テスト明けですが、食事、睡眠などしっかりととり、体調を整えて受けましょう。 

 

 

薬と健康について 

現代において私たちの生活は、さまざまな薬と切っても切れない関係にあります。ドッラグストアが

あちこちにあり、コンビニでも一部の薬が購入できるようになりました。ただ、その身近さのあまり、

「薬さえ使っていれば治る、健康でいられる」と考え、頼りすぎている人もいるようです。 

人間や生物には、「自然治癒力」というけがや病気を自ら治す力・機能が備わっており、その力を発

揮するためには十分な休養（睡眠）や栄養バランスのとれた食事など、良い生活習慣の継続が欠かせま

せん。 

薬はあくまでもサポートするためのもの。この薬と健康の習慣を機会に、薬の使用について考えてみま

しょう。 

 

 

ちょっと、ひと休み．．．７つの間違いさがし（答えは保健室に掲示しています） 

 

 

 

 

 

 


